
 
宮原直倁 

みやはら・はちろうえもん みやはら・なおゆき 

 

福山藩士 

 

経 歴 

生：元禄１５年（１７０２年）、宇都宮生まれ 

没：安永５年（１７７６年）１０月、享年７５歳、一心寺に葬る 

正徳元年（１７１１年） ９歳 阿部氏の移封に伴い福山へ来る 

享保１７年（１７３２年）秋 ３０歳 蝗害甚だしく封内検見役として領内各所を巡回 

享保１７年（１７３２年）秋～ 

 安永５年（１７７６年） 

３０～ 

７４歳 

このころより病没直前まで『備陽六郡志』を執筆、福山藩の

地誌の嚆矢 

享保２１年（１７３６年） ３４歳 深津村原・神農廟の「炎帝廟頌並序」を草す 

寛延３年（１７５０年） ４８歳 普請奉行 

宝暦１０年（１７６０年） ５８歳 京都在番 

明和５年（１７６８年） ６６歳 隠居 
 

 

生い立ちと学業、業績 

名は宮原直倁、通称八郎右衛門、号は何有。 

賄方宮原與五右衛門直重の嫡子。 

宇都宮生まれで、阿部氏の移封に従い福山に来た。 

 

福山藩内の地誌『備陽六郡志』を著した。 
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